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モデルベーステストの考え方に基づき，ソフトウェア設計書からテストで必要となるテスト項目，
テストデータ，テストスクリプトを網羅的に自動生成することにより，業務システムの結合テスト全
自動化を実現するアプローチについて議論する．
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The authors would like to discuss on an approach to exhaustively generate test case , test
data and test script based on model-based testing technique toward full automatic integration
testing for enterprise systems.

1. モデルベーステストに基づくテスト全自
動化

テスト工程は全体のコストのうち 50% を占めると

も言われているが，現状，その多くが人手で行われて

おり，コスト削減の余地があるといえる．本研究では

これまで手動で行っていた作業を機械で置き換え，図

1に示すような，テスト設計，テスト実施が自動化さ

れた世界を目指す．

提案するアプローチ [2]はモデルベーステスト (以

降，MBT と呼ぶ) の考え方に基づいており，テスト

工程の前工程である設計工程の成果物であるソフト

ウェア設計書をモデル化して入力としている．そして，

ソフトウェア設計書から網羅的なテスト項目及びテス

ト手順，テスト用データ，テストスクリプト等を自動

で生成する．また，テスト設計において生成したテス

ト用データ，テストスクリプトを利用し，既存のテス

ト実施ツールと連携させることで最終的には「ボタン

１つでテスト設計からテスト実施までが全て自動で行

われる世界」を目指している．本稿では，業務アプリ

ケーションのテスト支援にスコープを絞る．そして，

テスト項目の数が多く，自動化の効果が見込まれる結

合テストに着目し，特に業務アプリケーションの結合

テストに関するテスト設計自動化の取り組みについて

説明する．
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2. スコープとする業務アプリケーションの結
合テスト

業務アプリケーションの結合テストとは，図 2に示

すように，Web ブラウザ，サーバ側の処理，データ

ベースを結合させたときに，システムが正しく動作す

るかを確認するためのテストである．例えば，図の例

だと「検索画面」で検索を行い，正常に検索が行われ

検索結果画面へ遷移する動作や，エラー画面へ遷移す

る動作などがあるが，テスト設計においてはこれらの

動作のバリエーションを漏れなくテスト項目として抽

出する必要があり，ログイン IDなどの入力バリエー

ションに関するテストのバリエーションなども必要と

なる．それぞれのテスト項目に対して，テストデータ

としてはWebブラウザの画面への入力値，事前にデー

タベースへ投入しておくデータといったものがで必要

となり，これらもテスト設計の段階できちんと作成し

ておく必要がある．

3. 技術課題の議論

本節では，目指す世界を実現するための技術課題に

ついて議論する．

3.1 ソフトウェア設計書の記法

ソフトウェア設計書はテストを生成するためのモデ

ルを構築するための元情報として用いられる．モデル

の情報量が多ければ，テストで必要となる情報も多く

生成できるようになるが，設計書の記法を複雑にする

と，開発現場への導入障壁が上がってしまうのが難し



図 1 本研究の目指す世界

図 2 対象とする結合テスト

い点である．提案するアプローチでは，開発現場で実

際に使用されている設計書のフォーマットに近い記法

を採用することで，導入障壁を下げている．しかしな

がら，画面入力値や，データベースの各テーブルのレ

コードなど，実際にテストを実施するときに必要なテ

ストデータの具体値を生成しようとすると，どうして

もより詳細な設計情報が必要となり，より複雑な記法

が必要となってしまう．そのため，開発現場への導入

を進めるにあたっては，段階的に設計書の記法に慣れ

てもらうと共に，設計書の記述コストに見合うだけの

嬉しさ (テストのコスト削減効果) を説明していくこ

とが重要と考えられる．

3.2 テストデータ生成

業務システムの結合テストでは，画面入力値（文字

列型，日時型を含む）やデータベースのレコードなど，

複雑な構造をもったテストデータを生成する必要があ

る．このようなテストデータ生成の技術は主にソース

コードを対象とした単体テストにおいて，これまで多

くの研究がなされている．単体テスト，結合テストの

どちらにしても，技術的には，意図したテストを行う

ために，特定の条件を満たすようなテストデータの具

体値を生成するため，　結合テストのテストデータ生

成においても，単体テストで培われたテストデータ生

成の技術は応用可能であると考えられる．例えば，筆

者らは過去にソフトウェアの設計モデルから，シミュ

レーション用のソースコードを生成し，そのソース

コードに対して，主に単体テストで用いられる技術で

ある Concolic Testing を適用することで，画面入力

値，データベースの具体値を生成する手法 [1] を提案

している．

3.3 テストの合否判定

テスト全自動化のために，合否判定の自動化は必要

不可欠な技術であるが，一般に Test Oracle問題とし

て知られ，自動導出が難しい領域とされている．提案

するアプローチはMBTに基づいており，ソフトウェ

アの設計モデルが入力として存在するため，テストの

結果としてどの画面に遷移するか，テストの事後条件

として画面を構成する各要素の状態がどのようになっ

ていればよいかなどなど，合否判定に必要な情報をあ

る程度設計モデルから抽出できる可能性がある．もち

ろん，画面のレイアウト崩れの確認など，自動では難

しい領域もあるため，機械で確認する領域と人手で確

認する領域を明確にすることが重要であろう．

4. お わ り に

業務システムの結合テストをスコープとし，MBT

の考え方に基づいて，ソフトウェア設計書からテスト

項目，テストデータ，テストスクリプトを網羅的に自

動生成するアプローチを紹介し，技術課題についての

議論を行った．目指す世界の実現に向け，開発現場の

声も参考にしながら今後も技術検討を進めていきたい．
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